
流星群を見よう！
8月11日（火・祝）から13日（木）頃にかけて、毎年たくさんの流れ星を

見せてくれる「ペルセウス座流星群」がやってきます。
今年のペルセウス座流星群は、8月13日(木)の11時頃に極大になる

と予想されます。ただ、宮崎はこの時間は昼間であり星が見えない時間
帯です。観察は12日(水)の深夜から13日(木)の夜明け前がオススメ♪
月明かりの心配もないため、たくさんの流れ星に期待しましょう！！

流星群の流れ星は、放射点を中心に放射状に出現します。つまり、夜空のど
こにでも流れ星は出現します。でも、周りをキョロキョロしてしまうと流れ星を
見逃してしまいます。1つの場所を決めたら、根気強く1点を眺めてください
ね！ さあ、夏の夜空に願い事をしに出かけてみませんか！？ レッツゴー♪

宮崎市内の星空スポット
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〔流星群解説〕
＜流れ星って…！？＞
星空を眺めていると、ときどき星がスーっと流れることがあり

ます。砂粒（１ｍｍから数cm）ほどの小さな天体が地球の大気に
飛び込み、プラズマ化したガスが明るく光る現象です。これを一
般に「流星（流れ星）」と呼んでいます。流れ星が光っているのは
地上から約１００ｋｍ～２００ｋｍくらいで、消えてなくなるのは７
０ｋｍ～９０ｋｍくらいです。

＜火球って…！？＞
特に明るい流れ星は”火球(かきゅう)”と呼ばれます。上の写真

の右側に明るく光るのが火球です。
そして、大きな火球になると燃えつきずに地上に落ちてくること
があります。これが「隕石(いんせき)」です。
なお、流れ星の中には、流れた経路に沿って淡い跡を残すことが

あります。これを「流星痕（りゅうせいこん）」と呼んだりします。

写真：2018年12月15日撮影（場所：田野町総合運動公園）



〔流星群解説〕
＜流れ星のもと”塵(ちり)”はどこからくるの！？＞
流れ星は宇宙の塵(ちり)だと言いましたが、いったいどこから

やってくるのでしょうか？ここでは流星群の塵についてご紹介
しましょう。
実は、流星群には塵(ちり)を運んでくる”彗星(すいせい)（別

名：ほうき星）”と呼ばれる天体が存在します。下図のように彗星
が通った後にはたくさんの塵がばらまかれています。そこに、私
たちの暮らす地球が飛び込んでいくと一度にたくさんの塵(ち
り)が地球の大気に飛び込んでくるためにたくさんの流れ星、つ
まり流星群となって見えるというわけです。

＜いろいろな流星群＞
毎年ほぼ安定して多くの流れ星が出現する３つの流星群「しぶ

んぎ座流星群（1月）」「ペルセウス座流星群（8月）」「ふたご座流
星群（12月）」は、「三大流星群」と呼ばれています。

「流れ星」の仕組みを理解して、実際の空を見てみると、
観察がもっと楽しくなりそうじゃの～♪



【
2
0
2
6
年

お
す
す
め

の
観

察
日
時

】
★

★
☆

  
8
月

1
2
日
の

2
1
時

頃
か
ら
翌

1
3
日

の
夜

明
け
頃
ま
で

★
★
☆

 
8
月

1
3
日
の

2
1
時
頃
か
ら
翌

1
4
日
の
夜
明
け
頃
ま
で

「ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
」を
見
て
み
よ
う
★

み
ん
な
で
空
を
見
上
げ
て

S
N
S
で
つ
ぶ
や
こ
う
！

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
…

＃
空
プ
ロ
宮
崎

#
宮
崎
科
学
技
術
館

In
s
ta
g
ra
m


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

